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１．   請求データ交換システムの運用 

     お取引先との運用を円滑に図るため請求データ交換における運用方法を以下のように定めます。 

 

１．１ 受付日 

毎月、２１日から２５日の間に受付を行うものとします。 

尚、受付日が日曜日の場合も受付可能とします。 

 

１．２ 受付時間 

 

              時     間     帯 

 

                            １１１１１１１１１１２２２２２ 

         ０１２３４５６７８９０１２３４５６７８９０１２３４ 

 

         □□□□■■■■■■■■■■■■■■■■□□□□  （月)から(日)曜日 

                ①                    ② 

 

                        ① ２２時０１分 ～  ３時５９分                 □：受付不可 

                        ②   ４時００分  ～ ２０時００分                 ■：受付可能 

 

１．３    運用規則 

 

          ① 請求データの送信要求は、お取引先起動とします。 

          ② 受付日及び受付時間が指定以外の場合、受付された請求データは、処理対象外となります。 

          ③ 回線エラーなどで請求データの送信が異常終了した場合、再送要求を行うものとします。 

              この場合、データの途中からではなく先頭から再送信を行うものとします。 

          ④  運用時間に変更がある場合、文書にて連絡致します。 



 
 

２． 請求データの内容について 

 

２．１  請求データの構成 

 

 

請求情報１ 

 

 

    64ﾊﾞｲﾄ 

 

請求情報２ 

 

 

請求情報３ 

 

 

請求情報４ 

 

請求情報５ 

 

請求情報６ 

 

請求情報ｎ 

叉は 

スペース 

 

 

 

 

           128ﾊﾞｲﾄ 

 

           256ﾊﾞｲﾄ 

 

 

     最終ブロック（256ﾊﾞｲﾄ）がショートブロック（256ﾊﾞｲﾄ以外）の場合、スペースを設定し256ﾊﾞｲﾄのデータにして下さい。 

 

２．２  請求データの内容 

     内容について、その詳細を説明します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

２．３   請求データの設定内容 

 

請 求 情 報 

項 番    項 目 名          属 性 桁 数   内     容 

 １ ①  レコード種別 文字／Ｘ   ２ “０４”を設定する。 

  ２ ②  業態コード 文字／Ｘ     ３ 北辰商事(株)の場合“００１”、(株)ロヂャースの場合“００２”を設定する。 

 ３ ③  店舗コード 文字／Ｘ   ３ 店舗コードを設定する。詳細は、６．補足説明(1)を参照。 

 ４ ④  伝票番号 文字／Ｘ   ７ 指定の伝票番号又は印刷されている手書伝票の伝票番号を、右詰め、前ゼロで設定する。 

詳細は、６．補足説明(2)を参照。 

 ５ ⑤  納品日 文字／Ｘ    ８ 実納品日を西暦（ＹＹＹＹＭＭＤＤ）で設定する。 

 ６ ⑥  取引区分 文字／Ｘ    ２ 仕入の場合“１１”、返品の場合“１２”、値引の場合“１３”を設定する。 

 ７ ⑦  取引先コード 文字／Ｘ    ８ 指定の取引先コードを設定する。 

 ８ ⑧  請求金額 文字／Ｘ    ８ 仕入伝票１枚の原価金額合計を、右詰め、前ゼロで設定する。詳細は、６．補足説明(2)を参照。 

  ９ ⑨  伝票識別子 文字／Ｘ     １ ＥＯＳの場合“０”、手書きの場合“１”を設定する。 

１０  ⑩  対象期間（開始） 文字／Ｘ     ８ 対象期間の開始日を西暦（ＹＹＹＹＭＭＤＤ）で設定する。 

１１ ⑪  対象期間（終了） 文字／Ｘ     ８ 対象期間の終了日を西暦（ＹＹＹＹＭＭＤＤ）で設定する。 

１２     予備 文字／Ｘ     ６ “００００００”を設定する。 

     

 

３． 請求明細書の印刷要領 

請求データを基に、お取引先において請求明細書を作成して頂きます。 

尚、請求明細書は従来の「物品受領書」を添付しての請求方法に変わるものとして使用致します。 

従って、対象期間内に取扱われた全ての伝票（仕入、返品、値引）を網羅する必要があります。 

 



 
 

３．１    請求明細書の編集内容 

          入力項目は、請求データの設定内容を、出力項目の位置は、３．２印刷様式を参照とする。 

 

項 番    入力項目名      出力項目名 桁数 編集内容詳細 

 １  ①  作成年月日・時刻  － マシン日付、時刻を指定の形式で設定する。 

 ２  ②  頁  ４ １からのシーケンス番号を設定する。但し、前ゼロを前スペースに編集する。 

 ３ ⑦  取引先コード ③  取引先コード  ８ 入力項目を設定する。 

 ４ ⑩ 対象期間（開始） 

⑪  対象期間（終了） 

④  期間   － 入力項目を指定の形式で設定する。 

 ５  ⑤  取引先名 ３０  会社名を設定する。 

 ６ ③  店舗コード ⑥  店舗コード   ３ 入力項目を設定する。 

 ７ ⑤  納品日 ⑦  取引日 １０ 入力項目を指定の形式で設定する。 

  ８ ④  伝票番号 ⑧  伝票番号   ７ 入力項目を設定する。 

  ９ ⑥  取引区分 ⑨  区分   ２ 入力項目を設定する。 

 １０ ⑧  請求金額 ⑩  請求金額 １５ 入力項目を指定の形式で設定する。 

 １１  ⑪  注釈   ６ 入力識別子が“１”の場合、“手書き”と表示する。 

 １２  ⑫  店舗計 １５ 店舗毎の⑧請求金額の集計結果を指定の形式で設定する。 

 １３  ⑬     ６ 店舗毎の伝票枚数の集計結果を指定の形式で設定する。 

 １４  ⑭  請求金額合計 １５ 全ての店舗の⑧請求金額の集計結果を指定の形式で設定する。 

 １５  ⑮  消費税額 １３ ⑭請求金額合計×０．０８の計算結果を指定の形式で設定する。但し、円未満は切捨てとする。 

 １６ 

 

 ⑯  税込請求金額合計 １５ ⑭請求金額合計＋⑮消費税額の計算結果を指定の形式で設定する。 

 １７  ⑰    全ての店舗の伝票枚数の集計結果を指定の形式で設定する。 

 



 
 

３．３ 印刷見本 

 

 

 

           ＊＊ 請求明細書 ＊＊                2000年04月23日  10時20分 作成     頁:      1 

取引先ｺｰﾄﾞ  < 02123456 >                             期間   2000年03月21日 – 2000年04月20日 

取引先名    < 平成商店株式会社                        > 

 

店舗  取引日       伝票番号  区分                請求金額          注釈 

 R20 2000.03.21    3201111    11                  200,000 

     2000.04.15    3202222    11                1,000,000 

     2000.04.20    3203333    11                  300,000 

     2000.04.20    0044444    12                 -300,000          手書き 

          ＊店舗計＊                            1,200,000            4枚  

 R30 2000.03.21    3201112    11                  200,000 

     2000.04.20    3203334    11                  300,000 

     2000.04.20    0044445    12                 -300,000          手書き 

          ＊店舗計＊                              200,000            3枚  

＊ 請求金額合計＊                            1,400,000 

＊ 消費税額    ＊                               70,000 

＊税込請求金額合計＊                            1,470,000            7枚 

 

 



 
 

４． テスト用接続センタ情報 

          テスト時間帯は、 １．１ 受付時間 の 受付可能時間帯 を利用して下さい。 

 

項番 項目名 設定内容 備考欄 

 １ センターコード ８８８８８８  

 ２ ＩＤ ＢＢ  

 ３ データ種別 ０３  

 ４ 取引先コード ０２８８８９９０ 本番時はお取引先に割当てられたものを設定致します 

 ５ 識別子 ２８８８９９ 本番時はお取引先に割当てられたものを設定致します 

 ６ センター名 ロヂャース  

 ７ 電話番号 ０４８－８５９－６４５７(2400)  

０４８－８５９－６４５２(9600)  

 

 ８ ＢＬＫサイズ ２５６  

 

 

５． テスト結果検収方法 

お取引先での結果を確認後、６．補足説明(３)問合せ先まで検収を依頼して下さい。 

 

検収に必要資料は 

 

① テスト用請求データ（テスト用接続センタ情報を使用して送信して下さい。） 

② 請求明細書（テスト用請求データに基ずき印刷したもの） 

③ 連絡先（電話番号、担当部署名、担当者を明確にしたもの）                となります。 

 



 
 

６．      補足説明 

 

(1) 店舗コードの割当てを以下に示します。 

                                                             平成３０年９月１３日現在 

店  舗  名 店舗コード 備考欄 

  商品部   Ｒ１１ 北辰商事(株)の篠崎物流センタです。 

  商品部   Ｒ１２    予 備  

  商品部   Ｒ１３ 北辰商事(株)の岩槻物流センタです。 

商品部 Ｒ１９ 北辰商事(株)の岩槻物流センタです。(酒蔵置所) 

  浦和店   Ｒ２０ 北辰商事(株)の店舗です。 

  川越店   Ｒ３０    同 上  

  越谷店   Ｒ４０    同 上 

  戸田店   Ｒ５０    同 上 

  新座店   Ｒ６０    同 上 

  大宮店   Ｒ６１    同 上 

  久喜店   Ｒ６２    同 上 

  北本店   Ｒ６３    同 上 

  川口店   Ｒ６４    同 上 

  大成店   Ｒ６５    同 上 

大和田店 Ｒ６６    同 上 

上尾店 Ｒ６７ 同 上 

  吉祥寺店   Ｒ７０   同 上 

(2) 右詰め、前ゼロとは 

      該当の項目が、有効桁数に満たない場合、桁数分ゼロを補填する事を意味します。 

 

 （3）問合せ先は下記の通りとする。 

              〒338-0821      埼玉県さいたま市桜区山久保１－１１－１ 

                                  北辰商事株式会社  システム部       

０４８－８４０－００６６    ０４８－８４０－００９９（ＦＡＸ）   


